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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年８月２６日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（令和８年２月２４日 ０７時０２分頃～０７時５６分頃の間） 

発生場所 不明（愛知県常滑港樽水地区） 

事故の概要 作業船知
とも

宝
ほう

丸の船長は、落水して溺死した。 

事故調査の経過 令和８年３月１１日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したため、行わ

なかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

作業船 知宝丸、１.１トン 

 ＡＣ３－３７９７６（漁船登録番号）、個人所有 

 ７.０１ｍ（Lr）×１.９９ｍ×０.６８ｍ、ＦＲＰ 

 ガソリン機関（船外機）、６０kＷ、平成７年１０月１６日 

 第２４０－６８５７５号（船舶検査済票の番号） 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 船長 ８３歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日  昭和５１年８月１３日 

  免許証交付日 令和３年４月１９日 

         （令和８年５月２６日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り 

船長の発見場所の西南西方約３.８km に位置するセントレア地域気
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象観測所における観測値は、次のとおりであった。 

時刻 
気温 

(℃) 
風向 

平均風速 

(m/s) 

07:00 7.1 北北西 4.0 

08:00 8.7 北 4.4 

09:00 10.6 北北西 3.3 

10:00 10.2 北西 3.0 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の末期 

中部地方整備局名古屋港湾空港技術調査事務所の観測データによれ

ば、伊勢湾湾奥の２月２４日０８時の水温は、約９.７℃であった。 

 事故の経過 船長は、令和８年２月２４日０８時から所属の漁業協同組合（以下

「漁協」という。）から依頼されていた樽水地区に出入航する船舶の

警戒業務（以下「警戒業務」という。）を開始する予定であった。 

船長は、０７時頃に自宅を出発し、自家用車で２分程度の本船係留

場所に向かった。 

樽水地区西側の堤防上にいた者（以下「通行者」という。）は、同

地区の内側にある防波堤の開口部付近で、うつ伏せの状態でもがいて

いる人及び同防波堤の先端付近で、音を出しながら同防波堤に船首を

向けてとどまっている本船を発見した。 

その頃、樽水地区に帰航した小型漁船（以下「Ａ船」という。）の

船長（以下「船長Ａ」という。）及び乗組員２人は、通行者が手を 

振って海上を指差す姿を見たので、その方向を見たところ、カーキ色

のベスト型救命胴衣を着用し、うつ伏せの状態で浮かんでいる船長を

発見した。 

（図１ 参照） 
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図１ 事故発生場所概略図 

 

船長Ａは船長付近にＡ船を近づけた。乗組員の１人は通行者に救助

機関への通報を依頼し、もう１人の乗組員と共にＡ船上に船長を引き

上げた。 

通行者は、０７時５６分頃に１１０番通報した。 

船長ＡはＡ船を樽水地区の岸壁に移動させ、乗組員の１人は船長に

胸骨圧迫による心肺蘇
そ

生措置を行った。 

船長は、救急車で愛知県半田市所在の病院に搬送されたものの、死

亡が確認され、次のとおり検案された。 

死亡時刻：２月２４日０９時２８分頃 

直接死因：溺水 

本船は、漁協の組合員によって常滑港常滑地区に移動された。 

その他の事項 (1) 船長の就労、健康状態、警戒業務の状況等 

船長の家族及び漁協担当者によれば、次のとおりであった。 

① 船長は約６５年の漁業経験があり、常滑港でワタリガニを採

捕していたが、令和５年頃から出漁せず、潮干狩りや漁協の依

頼に応じて常滑港での警戒業務を行っていた。 

② 健康状態に問題はなく、歩行に支障はなかった。 

③ 本事故当日、船長は、０８時から１６時まで警戒業務を依頼

されており、１７時頃に帰宅予定であった。 

④ 船長は、ふだん本船を常滑地区に係留していた。 

(2) 本船の状況 

① 樽水地区付近に在住の漁協の組合員によれば、次のとおりで

愛知県 
常滑市 

常滑港南 
防波堤灯台 

常滑港 
樽水地区 

常滑港 
常滑地区 

本船 
係留場所 

✕ 

本船 
発見場所 

船長 
発見場所 

○ 

通行者 
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あった。 

ａ エンジンを空吹かしするような音がしたので、陸上から樽

水地区を見ると無人の本船が内側の防波堤付近にとどまって

いた。 

ｂ 漁協の組合員が所有する小型船舶を本船に接舷し移乗した

ところ、本船は主機が運転状態で操縦レバーが前進及び全速

力の位置となっており、内側の防波堤に船首を向けてとど 

まっていたので、同レバーを中立の位置にした。その頃、船

長を救助したＡ船が港に入ってきた。 

ｃ 左舷船尾部ブルワークに係止された錨索が船尾部から海中

に延出しており、錨が海底まで届かずにぶら下がった状態で

あった。 

② 現場調査時の状況は、次のとおりであった。 

ａ 前後進及び出力を調節する主機操縦レバーが操縦区画に設

置されていた。 

ｂ 操縦区画付近の甲板からブルワーク上端までの高さは約 

４０cm であった。 

（写真２、写真３ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 船長の服装等 

発見時の状況は、次のとおりであった。 

船長は、作業用の胴長、防寒着の上にベスト型救命胴衣を着用

していた。 

船長の携帯電話は本船の操縦区画に置かれていた。 

分析  

写真２ 操縦区画 

写真３ 主機操縦レバー 

甲板からブルワーク
上端までの高さ 

約４０cm 
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 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

不明 

不明 

なし 

(1) 船長の直接死因は溺水であった。 

(2) 船長は、次のことから、本船で常滑港の常滑地区から樽水地区

に移動し、０７時０２分頃から０７時５６分頃までの間に本船か

ら落水したものと考えられる。 

① 本船はふだん常滑地区に係留されていた。 

② 漁協から樽水地区での０８時開始予定の警戒業務を依頼され

ていた。 

③ ０７時頃に自宅を出発し、自家用車で２分程度の本船係留場

所に向かった。 

④ 樽水地区でうつ伏せの状態で発見され、０７時５６分頃に 

１１０番通報された。 

(3) 船長は、次のことから、樽水地区に到着し警戒業務に備え投錨

準備をしようとしていたが、意図せず主機操縦レバーに体が当 

たって本船が発進し、体勢を崩して落水した可能性があると考え

られる。しかしながら、目撃者がおらず、客観的情報も十分に得

られなかったことから、船長が落水に至った状況を明らかにする

ことはできなかった。 

① 前記(2)②及び本船が樽水地区で発見された際、左舷船尾部ブ

ルワークに係止された錨索が船尾部から海中に延出しており、

錨が海底まで届かずにぶら下がった状態であった。 

② 本船発見時は主機が運転状態で操縦レバーが前進及び全速力

の位置となって、樽水地区の内側の防波堤先端付近に船首を向

けてとどまっていた。 

③ 本船の操縦区画付近の甲板からブルワーク上端までの高さは

約４０cmであった。 

(4) (2)及び(3)から、船長は、警戒業務の準備作業中、本船から水

温約９.７℃の海面に落水して溺水したものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が、常滑港において、警戒業務の準備作業中、船長

が落水して溺水したことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・小型船舶の乗船者は、ブルワークの低い舷側付近で作業等を行う

場合には、重心を低くして固定物につかまるなどし、体勢を崩さ

ないよう十分に注意すること。 

・小型船舶に１人で乗り組む船長は、防水型の携帯電話又は防水 

パックに入れた携帯電話を携行し、落水した際の連絡手段を確保

しておくこと。  


